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１．背景と目的
　高温の大規模火砕流の堆積によって基盤岩が被る熱的影響の程度を検討しておくことは，地質環境の長期安

定性を評価する上で重要である。
　Ｋａｍａｔａ　ｅｔ　ａｌ．（１９９３）の手法による１次元の熱伝導数値解析では，例えば，火砕流堆積物

が層厚１００ｍ，定置温度９００℃の場合，深度１００ｍの基盤中で，約１００℃の温度が継続する時間は約６０
０年以上にわたると推定された。本研究では，実際の火砕流堆積物と基盤岩の境界部における試料に対してフィッ
ション・トラック（ＦＴ）法による熱履歴解析手法を用い，過去の大規模火砕流による基盤岩への熱的影響の検証
を試みた。

２．調査地域
　中部九州に分布する大規模火砕流堆積物を対象として露頭調査を行った結果，露出状況の良好な今市火砕流

を選定した。調査地域は，大分県直入町新屋敷に位置する今市火砕流（前期更新世）／　大野火山岩類三宅山流紋
岩（中期中新世）の境界露頭（ＴＨＭ１）である。この露頭での今市火砕流は，基底面から上位に向かって，非溶
結部：０．１ｍ，弱溶結部：０．５ｍ，強溶結部：２０ｍ以上である。試料は火砕流との境界から，深度方向へ間
隔をおいて採取した。各試料の境界からの距離（試料名：岩相）は，５ｃｍ（ＴＨＭ１－０５：若干軟質で赤色変
色），１０ｃｍ（ＴＨＭ１－１０：多亀裂部），４０ｃｍ（ＴＨＭ１－４０：新鮮な岩盤）である。
既報年代値としては，今市火砕流では０．８５±０．０３　Ｍａ（ＮＥＤＯ，１９８９）がある。三宅山流紋

岩については１３．６～１４．４Ｍａ（柴田・小野，１９７４）があるが，本研究では，熱影響を受けていないと
考えられる三宅山流紋岩のジルコンのＦＴ年代として１３．３±０．６　Ｍａを得ており，考察ではこの年代値を
用いる。

３．手法
　鉱物中のＦＴは生成時には一定の長さを持ち，時間経過とともに密度（年代値）が増加していく。ＦＴ法に

よる熱履歴解析は，加熱によりＦＴが短縮・消滅し，それに伴いみかけ年代値も若返るという特性を利用している。
解析は以下の順序で行う：
①ジルコンとアパタイトを用い，基盤岩のみかけＦＴ年代値およびＦＴ長分布を測定し，基盤岩の被熱量を評

価する。これには，両鉱物における加熱（アニーリング）に対するＦＴ長変化の方程式（Ｌａｓｌｅｔｔ　ａｎｄ
Ｇａｌｂｒａｉｔｈ，１９９６；Ｇａｌｂｒａｉｔｈ　ａｎｄ　Ｌａｓｌｅｔｔ，１９９７；Ｔａｇａｍｉ　ｅｔ
ａｌ．，１９９８）を利用する。
②火砕流から距離を変えた複数の基盤試料のＦＴ年代値とＦＴ長データに合う熱履歴を求め，火砕流の初期条

件（層厚と温度）を決定する。
③②で得られた結果を一次元熱伝導モデルの初期条件として用い，基盤の地下温度プロファイルを求める。

　ＦＴ年代測定は，ゼータ較正による外部ディテクター法で行い，結晶内部面を用いるＥＤ１法（Ｄａｎｈａ
ｒａ　ｅｔ　ａｌ．，１９９１）を用いた。ＦＴ長測定には両端の確認できるコンファインドＦＴを用いた。今回，
基盤試料から分離されたジルコンのみを対象とした。

４．結果と考察
　ジルコンＦＴ年代およびＦＴ長解析の結果，明らかな年代値の若返りとＦＴ長の短縮・消滅が確認された。

基盤岩のみかけ年代は，境界面からの距離５ｃｍで０．８４±０．０８Ｍａ（ＴＨＭ１－０５），１０ｃｍで０．
８３±０．０７　Ｍａ（ＴＨＭ１－１０），４０ｃｍで１．３９±０．０９　Ｍａ（ＴＨＭ１－４０）である。
　ＴＨＭ１－０５，１０の年代値は，誤差の範囲を考慮しても今市火砕流と良く一致している。しかも，少量



の短縮ＦＴは存在するものの，ＦＴ長分布は全体として正常である。このことから，ＴＨＭ１－０５，１０のジル
コンは，今市火砕流の堆積による熱影響によって，ＴＡＺ（ｔｏｔａｌ　ａｎｎｅａｌｉｎｇ　ｚｏｎｅ）近くま
で達し，その時点で一旦ＦＴがほぼ完全に消滅したものと考えられる。一方，ＴＨＭ１－４０の年代値は，今市火
砕流（０．８５　Ｍａ）と三宅山流紋岩（１３．３Ｍａ）の両者の間にあり，ＦＴ長は明瞭に短縮した分布をもつ。
これは今市火砕流による熱影響がＴＡＺまで達せず，ＰＡＺ（ｐａｒｔｉａｌ　ａｎｎｅａｌｉｎｇ　ｚｏｎｅ）
領域で留まったということができる。
　これらのＦＴデータから，今市火砕流の初期条件として層厚５０ｍ，温度７３０℃が与えられた。この条件

での１次元熱伝導モデルから，火砕流による熱的影響を反映した基盤の地表部から地下への温度プロファイルが得
られた。今回の結果では，例えば，深度５～４０ｃｍでの最高上昇温度は３７５～３７０℃であり，深度１００ｍ
では６０℃までの温度上昇が推定された。


